
荏原郡の水利と摘田(一)-谷田地帯における中世水田
へのアプローチ-

言語: jpn

出版者: 駿台史学会

公開日: 2009-04-18

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 高島, 緑雄

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10291/6041URL



荏
原
郡

の
水
利
と
摘
田

(
こ

1

谷
田
地
帯

に
お
け
る
中
世
水
田

へ
の
ア
プ

日
日
チ
ー

高

島

緑

雄

四 三 二 一
む は

摘 溜 天 河 じ
す 水 饗 め

び 性 に
田 池 田 格

(以
上
本
号
)

(以
下
次
号
)

"

、
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は

じ

め

に

本
稿
は
、
端
的
に
言

っ
て
近
世

・
近
代
史
料
を
使
用
す
る
中
世
史
研
究
で
あ
る
。
成
功
は
お
ぼ

つ
か
な
い
が
、あ
え
て
試
み
る
意
図
は
、

史
料
不
足
を
か
こ
つ
中
世
東
国
の
村
落
史
研
究
を
進
め
、
中
世
村
落
の
具
体
像
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
援
用
さ
れ

活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
う
乙
と
に
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
正
保
の

『
武
蔵
田
園
簿
』
と
い
う
貴
重
な
史
料
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
天
正
末
年
以
来
の
初
期
検
地
を
通
し

て
変
貌
し
た
と
は
い
え
、
中
世
の
農
民
が
達
成
し
、
ま
た
制
約
さ
れ
て
い
た
耕
地
開
発
の
実
情
を
、
包
括
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

示
唆
が
満
ち
て
い
る
。
同
時
に
パ
残
存
す
る
近
世
の
村
方
史
料
か
ら
各
村
落
の
耕
地
の
実
態
を
検
討
す
る
と
き
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ



る
が
、
そ
こ
に
は
多
く
の
"近
世
的
要
素
"
が

つ
け
加

っ
て
い
る
。,
こ
の
要
素
を

"消
去
"
す
れ
ば
、
中
世
の
耕
地
パ
と

く
に
り水
田
φ

様
　

相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
方
法
に
よ

っ
て
、
い
ま
だ
抽
象
的
把
握
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
中
世
東
国
農
村
の
後
進
性
な
る
も
の
を
具
体
的
に
理
解
し
、
東
国
社
会
の
歴
史
発
展
の
特
殊
性
と

}
般
性
を
、
そ
の
実

態
に
即
し
そ

考
え
る
ζ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

研
究
対
象
は
、
武
蔵
国
荏
原
郡
の
谷
田
地
帯
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、

一
六
四
〇
年
代
で
七
九
ケ
村
、
そ
の
後
新
田
村
の
成
立
乏
分
・

村
の
形
成
が
あ
り
、
九
四
ケ
村
に
増
加
す
る
。
武
蔵
国
で
は
中
規
模
の
郡
域
で
あ
る
。
概
し
て
南
武
蔵
の
東
南
部
を
占
め
、
現
在
の
行
政

区
画
で
は
、
東
京
都
港
区
の
南
部
、
品
川

・
大
田

・
目
黒
区
の
全
域
、
世
田
谷
区
の
東
南
部
に
あ
た
り
、
多
摩
川
が
南
方
の
橘
樹
郡
と
の

境
界
を
画
す
る
。
目
黒
川
等
の
中
小
河
川
お
よ
び
そ
の
支
流
が
、
台
地
を
開
析
し
て
狭
長
な
谷
を
形
づ
く
る
。
水
田
稲
作
農
業
が
こ
の
地

に
伝

っ
て
か
ら
水
田
が
廃
絶
す
る
ま
で
、
耕
作
は

一
貫
し
て
本
流
と
支
流
の
谷
合
で
行
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
谷
田
農
耕
が
継
続
し
た
。
も

っ

と
も
多
摩
川
河
口
域
の
三
角
洲
と
左
岸

(北
岸
)
の
氾
濫
原
に
は
、
開
け
た
水
田
地
帯
が
展
開
し
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
研
究
の
対
象
か

ら
除
外
し
た
。

な
お

「荏
原
郡
」
と
い
う
地
域
限
定
は
、
本
質
的
な
意
味
を
も
た
な
い
。
荏
原
郡
に
隣
接
す
る
豊
島
郡
に
も
多
摩
郡
に
も
、
本
文
で
検

討
す
る
地
形
条
件
を
共
有
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
地
域
類
型
は
別
の
指
標
で
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「荏
原
郡
」

は
あ
く
ま
で
も
便
宜
に
す
ぎ
な
い
。
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一

河
川

の
性
格

昭
和

の
は
じ
め
頃
ま

で
は
川
の
水
は
す
ん
で

い
て
、
鯉
、
鮒
、
た
な
ご
、

そ
の
他

の
魚

が
春
先
に
な
る
と
群
を
な
し

て

お

よ

ぎ

ま

わ

り
、
岸
辺
に
は
四
季
と
り
ど
り
の
草
花

が
さ
き
乱
れ
、

と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
は
水
車

が
ま
わ
り
、
詩
情
ゆ
た
か
な
農
村
風
景

が
み
ら
れ
、

(
-

)

夏

に
な
る
と
ふ
ん
ど
し

一
つ
で
子
供
た
ち
が
泳
ぎ
ま
わ

っ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
文
は
、
東
京
都
品
川
区
中
延

(
旧
荏

原
郡
中
延
村
)

の
古
老
が
回
想
す

る
立
会

川
の
す
ぎ
去

っ
た
昔

の
情
景

で
あ
る
。
半
世
紀
後

の
今
日
、
河

口
付
近

の
ほ
か
流
路
は
す

べ
て
暗
渠

と
化
し
、

一
部
は
自

動
車

の
通
行
可
能
な
道
路
に
利
用
さ
れ

て
い

る

現
状

か

ら

す

れ



ば
、

そ
こ
に
は
、
た
し
か
に
人
間
と
自
然
と
が
織

り
な
す
牧

歌
的
な
農

村
風
景

が
ひ
ろ
が

っ
て
い
た
と

い
え
よ
う
。
し
か
し
視
点
を
か
え

て
こ
の
川

の
灌
灘
能
力
を
み
る
と
き
、
そ

の
谷
底

に
存
在
し
た
水

田
に
、

ほ
と

ん
ど
用
水
を
供
給

で
き
な
い
と

い
う
、

一
転

し

て
別

の
相

貌

が
浮
び
あ
が

っ
て
く
る
。
『
東
京
府
志
料
』
中
延
村

の
項
は
、
「
用
水
力

・
リ
ナ
ク
天
水

ヲ
待

テ
播
種

ス
レ

ハ
早
魅

ノ
患

ア
リ
」
と
述

べ

て
、
立
会
川
が
灌
概
と
無
縁

の
流
れ

で
あ
る
こ
と
を
予
想
さ

せ
る
し
、
ま

た
同
じ
川
の
流
域
下
館
窪
村

の
寛
政
十

一
年

(
一
七
九
九
)

の

(
2

)

記

録

は

、

.

一
用
水
之
俵
田
反
別
六
町
四
反
八
畝
五
歩
、
武
蔵
野
之
内
多
摩
郡
府
中
韻
鏡
村
地
内

二
而
、

江
戸
御

上
水
∂
分
水
被
仰
付
、

分

水

樋

口

汐

当
村
迄
道
法

七
里
半
余
御
座
候
間
、

用
水
細
水
末
、
殊

二
御
上
水
御
不
足
之
飾
者
、
樋

口
分
量
相
減
、

又
者
皆

留
等

二
相
成
、

早
損

,

揚

言
御
座
候
、
用
水
流
末
者
、
大
井
村
字
立
会
川
江
落
車
候
、

,

、

`

と
記
述
し

て
い
る
。

、

、

、

、

、

、

、

、

(
3

)

,下
館
窪
村

の
田
積

は
、
元
禄
八
年

(
一
六
九
五
)

の
検
地
で
六
町
四
反
八
畝
五
歩

で
あ

っ
た
。

こ
の
水

田
は
立
会

川
本
流

の
谷
底
な

い

し
狭
長
な
小
支
谷

以
外

に
な

い
の
で
あ

る
か
ら
、
そ

こ
に
展
開
す
る
全
水

田
が
、
台
地
上
か
ら
谷
底
に
そ
そ
ぎ

こ
ま
れ
る
品
川
用
水
が
か
り?

)

に
な

っ
て
い
た

の
で
あ

る
。
立
会

川
は
、
用
水
の
流
末
を
落

す
悪
水
11
排
水
路

に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
文
政
七
年

(
一
八
二
四
)

の
記
録

に
は

「
既

二
当
村

田

方

反

別
之
内
、
壱

町
三
反
歩
余
之
場
所

ハ
至
而
高
場

二
百
、

当
時
之

(
品
川
用
水

の
1

引
用
者
注
)
御
分
量

二
面
ハ
田
作

仕
付
り
不
申
候

二
村
、
拾
四
五
ヶ
年
已
前
∠
無
余
儀
畑
作
仕
付

仕
、
御
年
貢
之
義

ハ
田
方
御
定
免
通
観
上
納
仕
候
間
、
小
前
百
姓
共
必
至
と

難
儀
仕
候
、
」
と
あ

っ
て
、
品
川
用
水

の
分
水
量

の
不
足
ゆ
え
に
、
少

な
か
ら
ざ
る
田
畑
成
が
現
わ
れ
て
い
る

の
で
あ

る
。

要
す
る
に
下
蛇
窪
村
で
は
、
立
会

川
の
流
水
と
水

田
と
は
灌
海

に
関
す
る
か
ぎ
り
無
縁
で
あ

っ
て
、

こ
の
川
は
灌
概
機
能
を
ま

っ
た
く

欠

い
て
い
た
。
立
会
川
が
も

つ
こ
の
よ
う
な
性
格

は
、
荏
原
郡
の
中
小
河
川
の
下
流
域
に
共
通
す
る

一
般
的
な
特
徴

で
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
以
下
、
や
や
具
体
的

に
史
料

に
即
し

て
跡
づ
け

て
み
た
い
。

荏
原
郡
を
貫
流
す
る
最
大

の
川
は
、
目
黒

川
で
あ
る
。
こ
の
名
称

は
、

二

つ
の
大
き
な
支
流
北
沢
川
と
烏
山
川
が
、
世
田
谷
区
池
尻
で
合

流
し

て
か
ら
品
川

で
東
京
湾

に
注
ぐ
ま

で
の
流
路
を

い
う
。

玉
川
上
水

の
分
水
が
、
万
治
元
年

(
一
六
五
八
)

に
北
沢

川
の
谷
頭
に
、
翌
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記 号
旧 都 界

現 区 界

)〉一{一 河 川 ・用 水

.繍i・水 田

[===コ 旧 宿 村 名

一 国鉄線路 ・駅

一 私鉄線路 ・駅

○ 泉池 ・'溜池

1月 越公園池2碑 文

谷村山谷溜井3碑 文谷
対地ノ上溜井4洗 足池
5小 池13・14弦 巻村

溜井15用 賀村溜井
16・17等 々力村溜井

18下 沼部村池山溜井
ユ9桐 ケ谷村溜井

⑧ 溜 井 新 田

6大 井村溜井新 田(1日所

在地不明)7二 日五日村
溜井新田8戸 越村溜井
i新田9・10・11桐 ケ谷
村溜井新田12上 大崎村
溜井新田

凡 例

く1)本 図は,明 治13～14

年測図1:20000地 形

図(迅 速 測 図)「 麹 町

区」・「品川駅」・「羽田

村」・「内藤新宿」・「二

子村」,明 治42年 測図
1:10000地 形 図 「三

田」・「品 川」・「世 田

谷」 ・「碑文谷」,大 正
5年 測 図1:25000地

形図 「東京西部」,大正
6年 測 図1:25000地

形図「川崎」・「田無」・

「東京西南部」・「溝 口」

を総合 して作図 した。

② 読図の便をはか るた
め,旧 都界 ・現 区界 ・

現鉄道線路および駅を
'浦人 した

。

9,,些.1 ...?、 一9km

第3図 荏原郡の河
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二
年
に
烏
山

川
の
谷
頭
に
導
か
れ
、

こ
の
二
治

の
自
然

の
川
は
、
北
沢
用
水

、
烏

山
用
水
と
も

い
わ
れ
た
。
北
沢
川
左
岸

h
北
岸
)

に
は
、

支
谷

の
水

を
集
め

て
本
流

に
落
ち
る

「
赤
堤
川
」
・
「
松

原
川
」

・
「
下
北
沢
川
」

・
「
溝
ケ
谷
川
」
が
あ
り
、
目
黒
川
本
流
左
岸
に
は
、
空

川

・
篠

谷
川
、
右
岸

に
は
蛇
崩
川

・
谷
戸
前
川

・
羅
漢
寺
川

・
「
戸
越
川
」
・・「
戸
越
公
園
川
」
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
目
黒
川
水
系

で
∀

堰
止
用
水
路
灌
瀧
が
検
証

で
き
る
と

こ
ろ
は
、
北
沢
川
と
■
山
川

の
本
流
と
、
そ
の
合
流
点

か
ら
数
百

メ
ー
ト

ル
の
下
流
域

に
限
ら
れ

て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ

以
外
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
溜
池
渡
海
,・
湧
水
灌
慨
お
よ
び
品
川
領
九
宿
村
に
利
用
を
限
定
す

る
品
川
用
水

の

導
水

に
よ
る
灌
瓢

で
あ

っ
た
と
し

て
大
過
な

い
。
そ

こ
で
明
治

・
大
正
期

の
地
形
図

(
第
1
図
)
が
え
が
く
北
沢
用
水

・
烏
山
用
水

の
描

示
と
関
連
史
料
お
よ
び
既
往

の
研
究
を
点
検
し

て
み
よ
う
。

.

,

ω

上
北
沢
村

で
は
、
「
承
応

三
年

(
一
六
五
四
)
玉
川
上
水
が
完
成
、
四
年
後

の
万
治
元
年

に
同
上
水

か
ら
分
水

し
て
、
北
沢
川
を
用

水
と
し

て
か
ら
、
北
沢
川
に

つ
な
ぐ
導
水
路

に
沿

っ
て
、
新

に
土
地
を
低
く
削
り
と

っ
て
水

田
を
開
発
し
た
も

の
で
あ
ろ
う

こ
と
が
、

(
6

)

等
高
線
の
不
自
然
さ
か
ら
明
瞭
で
、
農
民
の
水
田
獲
得
に
対
す
る
執
念
と
努
力
の
ほ
ど
が
う
か
が

え
る
」
。
そ
の
結
果

「
も
と
村
民

(
7

)

等

が
の
み
水

の
為

に
乙
ひ
奉

り
し
分
水

な
れ
ど
、
今
は
み
か
さ
も

ま
さ
り
し
か
ば
、
此
分
水
を
得

て
新

田
多
く
出
来
」
し
、

正
保
年

間

の
水

田
石
高

五
九
石
九

二

一
合
が
、

元
禄
十
四
年

(
一
七
〇

一
)
検
地

で
は
、

一
〇
凹
石
七
八
六
合
と
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。

②

両

川
本
流

の
流
路
は
、
谷
底

の
中
央
を
通

る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、

し
ば
し
ば

谷
底

の
水
田
と
左
右
両
岸

台
地
上

の
畠
な
ど
の
境
界

を
な
す
緩
傾
斜

の
う
え
を
走

っ
て
い
る
。

こ
の
場
合

に
は
、
緩

傾
斜
上

の
本
流

か
ら
水

田

へ
落
す
小
水
路
が
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

③

若
林
村

・
太
子
堂
村

・
三
宿
村

の
村
内

で
は
、
烏
山

川
本
流

か
ら
取
水
す
る
三
本

の
用
水
路
を
明
瞭
に
描

い

て

い

る
。
『
新
編
武

蔵
風
土
記
稿

』

(
以
下

『
風
土
記
稿
』
と
略
称
す
る
)

の
若
林
村
条
は
、

堰
枠

三
ケ
所

・

一
は
西
方
世

田
ケ
谷
村
の
境

に
あ
り
、

上

堰
と
云
、

一
は
谷
中
耕
地
に
あ

り
、
中
堰
と
云
、

一
は
代

田
村

の
方

に

あ
り
、
下
堰
と
云
、

い
つ
れ
も
幅
八

・
九
尺
許
、

(8

)

と
記
し
て
堰
止
灌
慨
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
天
保
十
四
年

(
一
八
四
三
)
三
月

「太
子
堂
村
明
細
書
上
帳
」
に
は
、

自
普
請
所

一
板
櫃
弐
ケ
所

但
瓢

樫
鶉

哩
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第2図 「たて灌慨」の概念図

と
あ
り
、
そ
の
ほ
か
森
家
文
書
に
は
堰
普
請
の
史
料
が
現
存
す
る
。

ω

上
目
黒
村
地
内
に
も

一
本
の
用
水
路
が
読
み
と
れ
る
。
こ
れ
も
堰
で
取
水

し
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
中
目
黒
村
で
目
黒
川
が
蛇
崩
川
を
合
せ
た
地
点
以
後

の
下
流

域

で

は
、
地
形
図
上
に
用
水
路
の
描
示
は
な
く
、
堰
な
い
し
用
水
路
の
存
在
を
証
す
る

史
料
に
も
接
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
川
の
下
流
域
は
、
そ
の
谷
底

の
い
ち
じ
る

し
い
低
平
の
た
あ
、
高
低
差
を
利
用
し
て
、
引
水
対
象
の
水
田
の
上
流
に
堰
を
設

け
る
こ
ど
が
困
難
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
堰
止
用
水
路
灌
瀧
を
欠
く
と
き
の

用
水
源
は
ど
こ
か
。
本
流
谷
底
に
開
口
す
る
小
支
谷
に
構
築
さ
れ
た
溜
池
か
自
然

の
湧
水
以
外
に
な
い
。
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
灌
概
方
式
を
、
本
流
の
流
下
方
向
に

ヘ

へ

向

っ
て
た

て
方
向

に
用
水
を
落
す

「
た

て
灌
慨
し
と

い
う
類
型

で
と
ら
え
、
お
お

む

ね
本
流

の
流

下
方
向

に
沿

っ
て
用
水
を
供
給
す
る
堰
止
用
水
灌
慨
方
式
ー

「
よ

こ
灌
慨
」

の
類

型
と
対
置
し
た

い
と
考
え
る
。
実
際

に
は
、
両
者
が
複
合
し

て
給

水

す
る
水
田
が
あ

っ
た

こ
と
は
当
然

で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に

「
た
て
灌
瀧
」

が
優
越
す
る
下
流
域
目
黒

川
の
性
格
に

つ
い
て
、

江
戸
時
代

の
諸
史
料

が
言

っ
て
い
る
こ
と
を
聞

い

て

み

る
。
『
風
土
記
稿
』
は
上

目
黒
村
条

で

「
西
よ
り
東

へ
貫

て
、
目
黒
川
の
流
れ
村

の
中

程

を

延

宜

し

て
、

(中
略
)

や

s
も
す
れ
ば
水
溢
す
る
に
よ
り
、
卓
越
水
災

と

も

に
患
あ
り
」
と

い

い
、
同
じ
く
下
目
黒
村
条

で
は

「
村
内
目
黒

川
か

s
れ
ど
も
、
地
高
ふ
し

て
用
水

に
概
き
難
き
に
よ
り
て
、
天
水

を
用
ひ
て
水

田
を
耕
す
、
さ
れ
ど
霧
雨
あ
れ
ば
又

漂
溢
し
て
水
災
を
免
れ
ず
」

と
し
て
、
流

域
水

田
に
用
水
不
足
に
よ
る
早
損

と
溢

水

に
よ
る
水
損

の
両
災
を
も

た
ら
す
厄
介
な
川
に
え
が
く
。
宝
暦
十

三
年

(
一
七
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⌒9
)

六
三
)
中
目
黒
村

「
村
掲
出
銘
縄
帳
」
は
、
文
意
不
明
な
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
記
述
は
や
や
詳
し
く
な
る
。

一
早
掻
田
場
、
小
目
黒
石
川
町
中
と
之
義
者
、
不
足
之
場
所
故
、
早
続
候
得
者
、
渇
水
仕
候
而
損
毛
多

、
難
義
仕
候
、

一
損

田
畑
、
目
黒
川
通
年

々
大
水
之
節
、

田
畑
壱

町
余
、
或

二

・
三
町
程
宛
損
毛
仕
候
、

次

の
三
か
宿
村

の
水

田
は
、
南
北
品
川
宿

西
側
の
目
黒
川
河

口
平
地
に
展
開

し
て
い
た
。
水

田
と
目
黒

川
と

の
か
か
わ
り
は

こ
の
よ
う

で
あ
る
。

南
明

宿

.竃

場
に
御
座
候

勿
論
雨
警

年
は
§

川
出
水
取

耕
地
水
押
開
毛

川
末
水
護

薯

漕

候
問

欝

も
御
座

候
、

北
品
川
宿

日
照
之
年
者
水
不
足
故
、
早
掻
御
座
候
、
目
黒
川
出
水
之
時
者
年
々
水
損
も
御
庄
健
、

二
日
五
日
市
村
,
早
撮
多
き
地
な
れ
ど
、
又
大
雨
あ
れ
ば
目
黒
川
溢
れ
て
水
損
、
(『
風
土
記
稿
』)

と
あ

っ
て
、
下
流
域
目
黒
川
の
性
格
を
適
確
に
述

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

立
会
川
下
流
の
水
利
事
情
は
前
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
目
黒
川

・
立
会
川
以
外
の
他
の
水
系
で
あ
る
香
川
水
系
の
諸
小
河
川
お
よ

び
多
摩
川
水
系
の
谷
沢
川
で
は
、
堰
止
灌
慨

の
存
否
を
検
証
す
る
史
料
は
乏

し

い
。
『
風
土
記
稿
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
久
ケ
原
村
条
に

大
坊
堰

幅
二
間
、
深
沢
流
を
此
堰
に
て
せ
き
り
、
池
上
村
及
び
当
村
の
用
水
と
す
、
故
に
破
壊
せ
る
時
は
こ
の
二
村
に
て
修
理
す
と

云
、
(後
略
)

-

と
あ
る
。
深
沢
流
と
は
香
川
で
あ
る
。
こ
の
堰
で
取
水
し
た
用
水
路
は
、
第
1
図
の
久
ケ
原
村
地
内
で
、
香
川
の
本
流
右
岸
に
並
行
し
て

走
る
水
路
に
該
当
し
よ
う
。
ま
た
同
書
の
馬
込
村
条
に
は
、
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千

足
池

(前
略
)
今
は
早
魅

の
備

へ
に
、
平
常

に
は
堰
を

い
れ
.て
水
を
湛

へ
置

の
み
な
り
、

(後
略
)

と
い
う

「堰
」
は
、
堰
堤
を
兼
ね
る
中
原
街
道
の
道
路
敷
に
構
築
し
た
水
門
に
付
属
す
る
施
設
と
考
え
ら
れ
、

本
流
を
堰
止
め
て
、
取
水
口
か
ら
用
水
路
を
伸
ば
す
類
の
堰
で
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
対
象
外
で
は
、
北
蒲
田
村
条
は

千
束
川

(香
川
の
支
流
)

堰
枠

字
若
宮
と
云
所
に
あ
り
、
横

一
丈

一
尺
五
寸

・
高

五
尺
、

こ
の
所
は
村
内

の
地
な
れ
ど
も
、
大
森

・
堤
方
と

三
村
組
合

の
堰
な

り
、

こ
の
堰
、
寛
政
十

二
年

ま

で
は
杁
樋
な
り
し
を
、
御
修
造
あ

り
て
堰
枠

と
な
る
、

と

い
い
、

六
郷

用
水
を
分
水
す

る
堰

で
あ

っ
た
。
『
風
土
記
稿
』
荏
原
郡
諸

村

の
う
ち

で
堰
に
関
す

る

記

述

は
、
前
出

の
若
林
村
を
加
え

て
四
件

に
す
ぎ
な

い
。
も

と
よ
り
各
水
系

の
諸
河
川
に
は
、
太
子
堂
村

の
堰

の
よ
う
に

『
風
土
記
稿
』

の
編
者

が
省
略
し
た
も

の
や
、
注

意

に
値

い
し
な
か

っ
た
ほ
ど

の
小
規
模

な
堰

の
存
在

を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。

た
と
え
ば

『
風
土
記
稿
』
が
、
み
ず
か
ら
代

田
村
条

で
、
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多
磨

川
分
水

(
北
沢
用
水
ー
61
用
者
注
)

か
ち

て
水

田
の
用
水
と
な

る
、
(後

略
)

西

の
方
よ
り
村
内

へ
流

い
り
目
黒
村

の
方

へ
い
つ
、
幅

三

・
四
間
、

こ

s
か
し

こ

に

引

わ

と
記
し

て
、
本
流

の
流
水
を

「
引
わ
か
」

つ
た
め

の
、
小
規
模

な
堰
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

の
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
荏
原
郡

の
諸
河
川

が
開
析

し
た
大
小

の
谷

の
形
状
や
湧
出

・
流
下
水
量

の
寡
少

と
い
う
、
劣
悪
な
自
然
条
件
に
規
定
さ
れ

て

広
汎

に
残
存
し
た
天
水

田
が
、
近
世
に
お
い
て
も
堰
が
う

る
お
す

用
水

田
を
超

え
て
い
た

の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

こ
の
想
定

は
、

こ
の

地

の
古
代

・
中
世

の
水
田

の
あ
り
方

を
求
め

る
う
え
に
、
有
効
な
視
点

に
な
る
で
あ

ろ
う
。
玉
川
上
水

の
分
水
を
う
け
る
諸
用
水
と
い
う

き
わ
め

て
近
世
的

な
用
水
体
系
を
消
去
し
た
あ
と
に
、

「
た
て
灌
慨
」

と
天
水

田
の
卓
越
を
、

そ
の
時
代

に
こ
そ
典
型
的
に
予
想
す
る
か



ら

で
あ

る
。

,
、

注
(1
)

品
川
区
教
育
委
員
会

「
品
川
区

の
橋
と
坂
」

(2
)
(3
)

寛
政
十

一
年
七
月

下
蛇
窪
村

・「
村
方

之
儀
明
細
書
上
帳
」

　 ハ 　 　 　 　 　 　
11,10987`654
))))))))

(『品
川
区
史
続
資
料
編
』

一
所
収
)

文
政
七
年
六
月

下
舵
窪
村

「村
差
出
明
細
書
上
ヶ
帳
」
(『
品
川
区
史
続
資
料
編
』

一
所
収
)

「

」
内
の
河
川
名
は
筆
者
に
よ
る
仮
称
、
以
下
同
じ
。

世
田
谷
区
教
育
委
員
会

『
世
田
谷
の
歴
史
散
歩
』

(三
田
義
春
執
筆
)

『新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
荏
原
郡
上
北
沢
村
条
、
以
下
同
書
か
ら
の
引
用
は

「
大
日
本
地
誌
大
系
」
本
に
よ
る
。

『世
田
谷
区
史
料
』
四
所
収

『
目
黒
区
史
史
料
編
』
所
収

天
明
三
年
三
月

「南
品
川
宿
村
鑑
書
上
帳
」
、(『
品
川
区
史
資
料
編
』
所
収
)

寛
政
四
年
六
月

「北
品
川
宿
村
鑑
書
上
帳
」

(『品
川
区
史
資
料
編
』
所
収
)
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二

天

・
水

田

『
風
土

記
稿
』
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代

の
村
方

文
書

か
ら
明
治
五
年

(
一
八
七

二
)

の

『
東
京
府
志
料
』

に
い
た

る

ま

で
、
荏

原
郡
諸

村
に
存

続
し
た
天
水

田
に
言
及
す
る
史
料
は
ぎ
わ
あ

て
多
量

で
あ
る
。

こ
ご
で
は
、

そ
れ
を
項

目
別

に
整
理
し
、
繁
を
か
え
り
み
ず
に
列

挙
す

る
こ
と

に
し
た
い

(
第
1
図
参
照
)
。

水
系
別

ω

、
自
黒

川
水
系

・

.

,
・

,
赤
堤

村

、
地
形
平
か
に
多
磨
川

の
分
水

(北
沢
用
水
ー
引
用
者
注
)
を

田
間
に
引

て
用
水
と
な
せ
ど
も
水

利
宜

し
か
ら
ず
、

-
,

■

多

く
は
天
水
を
挨

て
耕
㎡作
を
な
す
、

(
『
風
土
記
稿
』
)

松
原
村

①

一
、
此
村
惣
而
天
水
場

二
而
御
座
候
、

用
水
掛

リ
無
御
座
候
、
少

々
之
溜
井
御
座
候
而
、
出
水

.
天
水
を
溜
置
、

用
水

二
佐

候
得
共
、
水

不
足
「二
付
度

々
旱
損
仕
候
、
尤

右
田
場

(総
水
田
反
別
は
八
町
三
反
三
献

一
〇
歩
一
引
用
者
注
)
弐



②③

町
三
反
九
畝
拾
四
歩
之
所

上
北
沢
村
篇

水
流

(北
沢
用
牛

引
用
者
注
)
少
嬉

申
候
得
共

照
続
申
候
飾
者
水
不

足

二付
、
天
水
を
用
申
候
間
、
不
残
早
損
仕
候
、
(天
明
八
年
四
月

「松
原
村
村
鑑
帳
」)

②
田
場
不
残
天
水
場
、
(文
化

(
2

)

五
年
四
月

「
武
蔵
国
世

田
谷
領
略
村
鑑
」
、

以
下

「
略
村
鑑
」
と
略
称
)

三
宿

村

其
間
南
は
水
路
不
便

に

て

天

水

場

な

り
、
故

に
早
損

の
患
多

く
、
北
は
多
磨

川
の
余
水

(北
沢
用
水
ー
引

用
者

注
)
及
烏
山

の
用
水
を
引

て
耕
作

の
事
を

な
せ
り
、

(
『
風
土
記
稿
』
)

池
尻
村

用
水

ノ
便

ア
シ
ク
、

天
水

ヲ
タ

・
ヘ
テ
耕

ス
、

故

二
早
損

ノ
患
多

シ
、

(『
東
京
府
志
料
』
、

以
下

『
府
志
料
』
と

略
称
)

弦
巻
村

①

用
水
を
引
く
に
よ
し
な
く
し
て
v
天
水
を
侯

て
耕
作
を
す
る
地
な
る
に
よ
り
、
早
撮

の
患
多
し
と

い
ふ
、

(
『
風

土

記
稿
』
)

②

田
場
不
残
天
水
場
、
、(『
略

村
鑑
』
)

。

中
馬
引
沢
村

用
水

ハ
弦
巻
村
天
水
流
末

ヲ
用

ユ
、
故

二
早
損

ノ
患

ヒ
多

シ
、

(『
府
志
料
』
)

下
目
黒
村

村
内

目
黒
川
か

s
れ
ど
も
、
地

高
ふ
し
て
用
水

に
慨
き
難
き

に
よ
り

て
、
天
水
を
用
ひ

て
水

田
を
耕
す
÷

(
『
風

土

記
稿
』
)

,

谷
山
村

用
水
・ハ
三

田
用
水

ヲ
引

ク
、

又
天
水

ヲ
待

テ
播
種

ス
ル
所

モ
ア
リ
、

(『
府
志
料
』
)

立
会
川
水

系

碑
文
谷
村

①
殊
に
天
水
を
用
ひ
て
耕
種
す
る
ゆ

へ
、
動
も
す
れ
ば
.干
損
を
患
ふ
、
(掴

土
記
稿
』
)

②
田
場
之
薯

用
水

無
之
、
天
水

二
面
積
田
仕
付
、

(天
保
十

五
年
十

一
月

碑
文
谷
村

「
米
相
場

二
村

願
書
」
)

小
山
村

天
水

ヲ
待

テ
播
種

ス
ル
故
、
早
損

ノ
患

ア
リ
、

(
『
府
志
料
』
)

中
延
村

用
水
力

・
リ
ナ
ク
、

天
水

ヲ
得

テ
播
種

ス
レ

ハ
、
早
魅

ノ
患

ア
リ
、

(
『
府
志
料
』
)

香
川
水
系

藷

一
、
早
掻
田

上
田
弐
町
程

中
田
三
町
程

下
田
+
五
町
程

都
葺

町
程

(絵
笛

面
積
は
三

町
五
担

畝

五
歩
-

引
用
者
注
)、
右
当
村
之
義
者
天
水
場
故
、
留
次
悪
敷
、
年
々
荒
中
候
、
(宝
暦
十
二
年
三
月

蓑
村

「描
出
帳
」
)

石
川
村

①
天
水
を
得
て
耕
す
、
合
風
土
記
稿
』)

②
用
水

ハ
深
沢
流

(香
川
ー
引
用
者
注
〉
ヲ
引
ク
、
(『府
志
料
』
)
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馬
込
村

①
水
田
は

こ
と
に
少

し
、

そ
れ
も
天
水

を
湛

へ
て
深
き
入
ゆ

へ
、
常

に
用
水

の
足
ら
ざ
る
を
患

と
す
、

(『
風
土
記

稿
』
)

②

用
水
力

・
リ
ナ
ク
、
天
水

ヲ
待

テ
播
種

ス
、
故

二
早
掻

ノ
患

ア
リ
、
(
『
府
志
料
』
)

ω

谷
沢

川
用
賀
村

田
場

不
残
天
水
場

、
(
『
略
村
鑑
』
)

野
良

田
村

①

田
場
不
残
天
水
場
、

(『
略
村
鑑
』
)

②

天
水
場

ナ
レ

ハ
見
損

ノ
患

ヒ
多

シ
、

(『
府
志
料
』
)

村

別

㈲

品
川
領
九
街
村

(南
品
川
宿

・
北
品
川
宿

・
二
日
五

日
市
村

・
大
井
村

・
上
蛇
窪
村

・
下
舵
窪
村

・
戸
越

村

・
桐
ケ
谷
村

・
肝

木
橋
村
)

品
川
領
之
儀

往
古

(品
川
用
水
開
豊

中

引
用
者
注
)
乗

場

而
致
藁

二

明
和
八
年
⊥八
月

「
九
街
村
裂

離
」)

⑥

太
子
堂
村
他

一
四
村

(
野
沢
村

・
三
宿
村

・
池
沢
村

・
池

尻
村

・
深
沢
村

・
石
川
村

・
代

田
村

・
松
原
村

・
赤
堤
村

・
経
堂
在

家
村

・
太
子
堂
村

・
下
沼
部
村

・
下
野
毛
村

・
奥
沢
村
)

一
躰
谷
田
天
水
鹿

田
畑

灰
土
之
場

所
、

(中
略
)

畑

問

田
場
村
之
夏
向
専

用
之
瑚

一
概

一一干
上
リ
、

実
法
時

分
雨
天
之
節
者
大

(
6

)

水
相
湛
、
干
兼
萌
腐
等
出
来
、
(天
保
十
四
年
九
月

「年
貢
増
方
免
除
願
」)

ω

増
上
寺
御
霊
屋
料
荏
原
郡
諸
村

(中
延
村

・
馬
込
村

・
哀
村

・
等
々
力
村
)

私
共
村
方
之
儀
者
、
元
来
天
水
而
巳
之
村
方

二
有
之
候
処
、
当
巳
年
之
義
者
何
拾
ケ
年
に
も
無
之
早
魅
一元
、
田
方
之
儀
多
分

(
7

)

不
作

二
有
之
、
少

々
植
付
候
而
も
仕
付
荒

二
相
成
、

一
統
難
儀
仕
候
、

(文
政
四
年

「
年
貢
減

免
願
」
)

こ
れ
ら

の
挙
例

で
明
ら
か

の
よ
う

に
、
本
稿

が
検
討

の
外
に
お

い
た
六
郷

用
水
が
か
り
の
多
摩
川
河

口
低
地
と
多
摩
川
左
岸

の
氾
濫
原

に
水

田
を
も

つ
諸
村
を

の
ぞ
き
、
荏
原
郡

の
中
小
河
川
が
開
析
し
た
谷

田
地
帯

で
は
、
天
水

田
ゆ
え

の
早
撮
場
が
横

溢
し

て
い
る

の
で
あ

っ
て
、

こ
こ
に
天
水
利
用
↓

用
水
不
足
ー
↓

早
撮
場

と

い
う
水
田

の

一
類
型
を
設
定

で
き

る
。
適
宜

な
史
料
を
提
示

で
き
な
か

っ
た
村

々
に
お

い
て
も
、
天
水

田
が
占

め
る
割
合

は
高

い
と
予
想
す
る
こ
と
が

で
き

る
。

と

こ
ろ
で
、
わ

れ
わ
れ
は

「
天
水
」
と

い
う

語
か
ら
、

と
も
す
れ
ば
降
雨
水
、
と
く
に
植
付
期

に
あ
た
る
梅
雨
時

の
雨
水
を
思

い
や
す

い
。
「
天
水
を
倹

て
耕
作
を
な
す
」
、
「
天
水

ヲ
待

テ
播
種
」
な
ど
と

い
う
表
現
が
導
く
予
断

で

あ

る
。
天
水

の
語
義
は
も

っ
と
広
く
理
解
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さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
挙
例

の
範
囲

で
も
、
中
馬
引
沢
村

の
水
田
は

「
弦
巻
村
天
水
流
末
」
を
用
い
る
と

い
い
、
馬
込
村

で
は

「
天

水
を
湛

へ
て
深
き

入
」
れ
る
と

い
う
。
前
者

は
中
馬
引
沢
村
の
水
田
を
灌
慨
す
る
蛇
崩

川
の
流
水
そ

の
も

の
が
天
水
な

の
で
あ
り
、
後
者

で
は
天
水
を
貯
溜
す

る
溜
池

の
存
在
を
予
想
さ
せ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
石
川
村

の
天
水

は
香
川

の
流
水
を
意
味

し
、
後
述
す
る
下
沼

部
村

の

一
七
か
所

の
溜
池
は
、
天
水
を
蓄
わ
え
る
猫
額
大

の
そ
れ

で
あ

っ
た
ろ
う
。
天
水

と
は
、
溜

池
か
ら

の
取
水
と
湧
水
お
よ
び
そ
の

集
中
水
路

の
全
体

を
意
味
す
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
堰
取
水

の
用
水

以
外

の
谷
田
の
水
が
、
す

べ
て
天
水

な
の
で
あ
る
。

次
に
諸
史
料

に
は
、
天
水

の
ほ
か
に

「
清
水
」
と
か

「
出
水
」
と

い
う
語
が
散
見
す
る
。
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。

ω

目
黒
川
水
系

馬
引
沢
村

清
水

下
馬
引
沢

の
内
小
名
鶴

ヶ
久
保
と
云
と

こ
ろ
よ
り
流

れ
出
、

又
同
じ
辺
小
名
清
水
と
云
所
よ
り
も
わ
つ
か

の
流
れ
あ
り

て

一
流
と
な
り
、
村
内
所

々
の
水

田
に
深
く
、

(
『
風
土
記
稿
』
)

二
日
五
日
市
村

清

水
二

一
は
三
竹
耕
地

の
山
裾

に
あ
り
、
字
神
平
清
水
と
唱
ふ
、

一
は
苗
木
原

の
山

下
に
あ
り
、
共

に
其

辺

の
用
水
と
す
、
(
『
風
土
記
稿
』
)

、

南
品

川
宿

小
名

池
下
耕
地

東
海
寺

の
南
凹
よ
り
未

の
方

に
当
れ
り
、
神
平
清
水
と
云
池

の
逆
な
れ
ば
な
り
、
池
は
二
日
五

日
山
村

に
属
せ
り
、

(『
風
土
記
稿
』
)

②

香

川
水
系

金
村

用
水

ハ
村
内
湧
出

ノ
清
水
井
深
沢

ノ
出

水

ヲ
引
ク
、
(
『
府
志
料
』
)

奥
沢
村

①

こ
と
に
水
利
不
便
な
る
地

に
て
、

用
水

は
僅

か
に
清
水

の
流

れ
を
引
用
ゆ
れ
ば
、
や

s
も
す
れ
ば
早
撮
あ
り
と
云
、

(『
風
土

記
稿
』
)

②

用
水

ハ
会
村
清
水

ノ
流

レ
ヲ
引
用

ユ
レ

ハ
、
動

モ
ス
レ

八
手
損

ノ
患

ア
リ
、
(
『
府
志
料
』
)

雪
ケ
谷
村

水
田
は
谷
合

の
少
し
く
平

な
る
所
に
ひ
ら
き
た
れ
ば
、
も
と
よ
り
多
か
ら
ず
、
夫
も
僅

か
に
慾
合

の
清
水
を
引
て

せ
き

い
る
れ
ば
、

用
水
に
乏
し
く
し

て
、
や

s
も
す
れ
ば
早
損

の
患

あ
り
、
(
『
風
土
記
稿
』
)

清
水

・
出
水

は
も
ち
ろ
ん
湧
水

で
あ
る
。
か

つ
て
湧
水
は
、
荏
原

郡
の
中
小
河
川
が
開
析
し
た
谷
頭
や
崖
端
に
、
ま
た
低
地

の
噴

出
井

戸
と
し

て
無
数

に
分
布
し
て
い
た
。
都
築
秀
穂
は

一
九
五
〇
年
代
後
半
に
、
北
沢
川

・
鳥
山
川
合
流
点

か
ら
下
流

の
目
黒
川
流
域

の
湧
水
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を
調
査
し
、

左
岸

に

一
四
か
所
、
右
岸
に
二
五
か
所
、

計
三
九
か
所

の
、現

に
湧
出
じ

て
い
る
湧
水
と
、
す

で
に
埋
没
し
た
そ
れ
を
確
認
し

(
8

)

て
い
る
。
挙
例

の
馬
引
沢
村
の
湧
水

に

つ
い
て
、
三
田
義
春
は

「
鶴
ケ
久
保
」
を
、
下
馬
引
沢
村
に
か
か
わ
る
蛇
崩
川
右
岸

の
支
谷
が
、
西
南

(
9

)

方
向

に
野
沢
村

に
穿
入
し
た
谷
頭

の
部
分

(第
1
図
A
)

に

あ

て
、

「
水
源
湧
泉
地
は
、
現
在

の
野
沢
2
丁
目

の
鶴
ケ
窪
公
園

で
あ
る
」

と
し
、
「
清
水
」
を

「
鶴
ケ
久
保
」

の
谷

の
東
側
で
先
端
が
二
股
に
分
れ
る
支
谷

の
、

そ

の

西
側

の
谷
頭
に
比
定

(第
1
図
B

現
下
馬

(10

)

三
丁
目

一
番

お
よ
び
野
沢
三
丁
目

一
九
番
)
し
、

「
こ
の

一
帯
湿
地
、
地
名
を
清
水
と

い
う
」
と
す
る
。

会
村

の

「
村
内
湧
出

ノ
清

水
」
は
現
在
地

に
特
定

で
き
な
い
が
、

同
じ
く
三

田
の
復
元
図

に
は
、
現
東
急
東
横
線
都
立
大
学
駅
南
方

の

小
支
谷

の
谷
頭

(
第
1
図
C
)

に

「
原
の
清
水

(湧
水

池
)
、

原
の
大
杉
と

い

う

樹
令
千
年

以
上

の
杉
数
本
を
中

心
に

一
帯

は

一
大
杉
林

(
11

)

で
昼
な
お
暗
か

っ
た
」
と
し

て
い
る
よ
う

に
、
「
原

の
清
水
」
を

ふ
く
む

い
く

つ
か

の
湧
水

で
あ

っ
た
ろ
う
。

雪
ケ
谷
村

に

つ
.い
て
も
・
平
野
栄
次

の
纂

は
・
次

の
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
・

市

ケ
春
方

の
水
神
宮

の
祀
ら
れ

て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
は
、
大
量

の
水
が
湧
き
出
し

て
い
て
、

こ
こ
か
ら
香
川

に
か
け
て
の
谷
中
耕
地

と

い
わ
れ

て
い
る
水

田
地
帯
は
、

こ
の
水
神
様

の
水

で
ま
か
な
わ
れ

て
い
た
。

そ
し

て
の
ち

に
は
大
き
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
管

で
水
を

引
き
、
灌

瀧
を
行
な

っ
て
い
た
。
旧
荏
原
郡

で
は
大
量

の
湧
水

は
三
か
所
あ

っ
た
が
、

こ
の
水
神

の
湧
き
水
は
最
も
大
量

の
水
が
出
て

い
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

(中
略
)

二
月
十

一
日
は
こ
の
水
神

の
お
祭
り

の
日
で
、
雪
ケ
谷
八
幡
か
ら
神
職

が
来

て
、
祝

詞
を
奏
上
し
た
。
水
神
宮

の
お
祭
り
は

こ
の
水

神

の
湧
き
水
を
使

用
す
る
水

田
の
持
ち
主

だ
ち
が
、
当
番
と
な

っ
て
執
行
し

て
お
り
、

こ
の
日
は
オ

コ
ワ

(
赤
飯
)
を
炊

い
て
、
竹

の

皮

に
包
み
、
お
参
り

に
来
た
人
た
ち

に
こ
れ
を
授
与
し

て
い
る
。
水
神
様

の
オ

コ
ワ
を
食

べ
る
と
風

邪
引
き
が
な
お
る
と

い
わ
れ
て
い

る
。

100

-
ご
の
よ
う
な
湧
水
が
、

湧
出
量

の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
天
水

の
供
給
源

で
あ

っ
た
。
三
田
は
、
現
世

田
谷
区

の
旧
村

の
境
界
線

が
、
台

地

に
深
く
樹
枝
状

に
く

い
こ
ん
だ
支
谷

の
崖
線

に

一
致
す
る
九
例

を

あ

げ
、
「
枝
谷
水

田
の
開
発
や
水
源
確
保

の
努
力
が
、

村
域
形
成

の

'

(13

)

 

上
で
境
界
線
と
し
て
明
瞭
に
残

っ
た
例
」
と
し
、
例
外
な
く
谷
頭
の
湧
水
を
図
上
に
復
元
す
る
よ
う
に
、
湧
水
が
支
谷
の
天
水
田
に
占
め



る
役

割
は
重
要

で
あ

っ
た
。
後
述
す
る
溜
池

の
築

造
も
、
湧
水
池

の
整
備
拡
充
の
方
向

で
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

な
お

こ
こ
で
付

言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
前
述

の
用
水
が
か
り

の
諸
村
に
も
、
少

な
か
ら

ぬ
天
水

田
が
あ

っ
た
。
赤
堤
村

・

松

原
村

・
代

田
村

・
経
堂
在
家

村

・
太
子
堂

村

・
三
宿
村

・
谷
山
村

・
上
沼
部
村

・
下
沼
部
村
な
ど

の
諸
村

で
あ

る
。

こ
れ
ら
諸
村

の
天

水
田
は
、
堰
止
灌
概

用
水
が
か
か
ら
な

い
支

谷

の
全
部
と
パ
そ
②
本
谷
外

の
開
旧
都
周
辺
に

展
開
し

て
い
た
で
あ

ろ
う

こ
と

は
確
実

で
あ

っ
て
、
き
わ
め

て
概
念
的

に
は
、
筆
者

の
い
う

「
た
て
灌

概
」

の
水

田
を
天
水
田
と
等
置
し
て

よ

い
と
思
う
。

「
よ

こ
灌
概
」
と

「
た
て

灌
海
」

の
複
合
併
存
も
、
ま
た
十
分

に
設
定

し
得

る
類
型
と
い
え
る

の
で
あ
る
。

天
水

田
は
用
水
不
足

の
早
損
場

で
あ
る
。
品
川
領
九
宿

村
も
、
品

川
用
水
開
通

(寛
文
九
年
11

一
六
六
九
開
通
、
元
禄
四
年
11

一
六
九

一

改
修
)
以
前

は
、
「
往
古
天
水
場

」

で
あ
づ
た
。

諸

用
水

の
開
通

以
前

に
は
、

支
谷
は
も
と
ぱ
り
水
浴
に
も
、

-
天
水

田
が
全
面
に
拡
が

っ

て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
加
え
て

「
出
水
之
暗
者
、
年

々
水
損
」
、

「
霧
雨

あ

れ

ば

又
漂

溢
し

て
水
災
を
免
れ
ず
」
と

い
う
目
黒
川
、
「
霧
雨

の
時
は
、
時
と
し

て
水
溢
れ
、
近
き
あ
た
り
の
田
畑
を
ひ
た
す
」
香
川
水
系
の
洗
足
川
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
恒
常
的

に
水
旱

の
両
災
を

う
け
る
水

田
が
あ

っ
た
。

,

,

,

、

01

こ
の
よ
う
な
条
件

が
、

こ
の
地

に
お
け
る
水
田

の
い
ち
じ
る
し

い
低
生

産
性
を
規
定

し
た
。

こ
こ
ろ
み
に
、
第
1
表

で
荏

原
郡
谷

田
地

ユ

帯

諸
村
に
お
け
る
水
田

の
等
級
別
石
盛
を
表
示
し
た
。
も
ち
ろ
ん
石
盛

は
、
生

産
性
を
示
す
相
対
的

な
指
標
に
す
ぎ
な

い
が
、
そ

れ
に
し

て
も
低
生
産
性
は
お
お
い
が
た

い
。
し

か
し
子
細
に
み
れ
ば
、
お
よ
そ
次

の
特
徴
を
指
摘

で
き
よ
う
。

ω

天
水

田
が
多

い
と

い
う
北
沢

川
お
よ
び
■
山
川
流
域
諸
村

の
石
盛
は
、
|
北
沢

・
烏
山
両
用
水
が
導
入
さ

れ

て
か

ら

ほ

ぽ
四
〇
年

後
、
天
領
に
行
わ
れ

た
元
禄
検
地

に
お

い

て

も

き

わ

め

て
低

い
。

こ
の
特
徴
は
、

「
田
場

不
残
天
水
場

」
と

い

う

弦
巻
村

・
用
賀

村

・
野
良

田
村
、
「
用
水

ハ
弦
巻
村
天
水
流
末

ヲ
用
」

い
る

(中
)
馬
引
沢
村
と
共
通
す
る
。

②

北
沢
川
水
系
で
池
沢
村
、
谷
沢
川
水
系
で
野
良

田
村
は
、
上

田
が
皆
無

で
あ
り
、
池
沢
村

に
は
中

田
す
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
劣
悪

な
天
水

田
が
卓
越
し

て
い
た
証
左

で
あ
ろ
う
。

③

中
目
黒
村
を

の
ぞ
き
、

目
黒
川

・
立
会

川
水
系

の
品
川
用
水

・
三

田
上
水
余
水
が
か
り
諸
村

の
石
盛

の
高
さ
が
注
目
さ
れ
る
。
上

大
崎
村
な
ど

の
上

田
石

盛

=
二
以
下
は
、
南
武
蔵
の
最
高
値

で
あ
る
。

こ
の
石
盛
は
元
禄

検
地

で
の
位
付

け
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら

諸
村
と
も

元
禄
検
地

以
前

の
石
盛
を
証
す
る
史
料

に
接
し

て
い
な
い
の
で
明

言
で
き
な

い
が
、
用
水

の
開
通

に
と
も

な
う
天
水
田
か



第1表 水 田 の 石 盛

河 川
一一 一 一 　 一

村 名 上 狐 中 田 下 田 下 々田 出典 年 代

上 北 沢 村 9 7 5 4 元 禄14(1701)

松 原 村 ・ 9 7 5 4 元禄10α697)

北 沢 川 代 田 村 10, 8 6 4 〃

池 沢 村 5、 3 明治 元(1868)

池 尻 村 9
、

7 5 3 明 治'3(1870)

経 堂在家村 9 7 5 3 元 禄10(1697)

烏 山 川 世 田 谷 村 10 8 6 正 保3(1646)

若 林 村 9 7 5 , 明治3(1870)

蛇 崩 川
弦 巻 村

馬 引 沢 村

8

10

6

8

4

6(4),
文 化5(1808)

寛 政11(1799)
、,

中 目 黒 村 10 7 5 宝暦13(1763)

上 大 崎 村' 13 11 9 元 禄 コ0(1697)

下 大 崎 村 13 11 9 'ノ

桐 ケ 谷 村 12 10 9 7 元禄8(1695)

目 黒 川 居 木 橋 村 12 10 8 6 'γ

戸1臨 村 12 10 8 〃

北 品 川'宿 12 10 8 6

、

〃

南 品 川 宿 13 11 9 7 き 〃

二 日五 臼市村 13 1r 9 7 元禄10(1697)
F

上 舵 窪 村 11 9 7 元禄8(1695)

立 会 川 下 舵 窪 村 11 9 7 〃

大 井 村 13 11 9 7 〃

一 ⌒^"一 一_

香 川
深 沢 村

会 村

11

11

7

9

6

6

天 正 ユ9(1591)

宝 暦12(1762)

谷 沢 川
用 賀 村 9 7 6 文化5(1808)

野 良 田 村 8 7 〃

瀬 田 村 12 10 7 文化5(1808)

上 野 毛 村 12 10 7 天明8(1788)

多 摩 川 下 野 毛 村 12 10 7 文化5(1808)

等 々 力 村 ユ2 10 8 慶安2口649)

小 山 村 12 10 7 文化5(1808)

注)r世 田谷 区史』上,『 世田谷区史料』,『目黒区史資料編』,r品 川区 史資料編』

による。
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ら

用
水

田

へ
の
転
換

が
、
水

田
石
盛

の
位
付

け

の
引
上
げ
を
も
た
ら
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う

に
、

こ
の

こ
と
が
水

田
石
高
増
加

の
主
要
な
要
因
で
は
な

い
。

ω

多
摩

川
水
系
諸
村

の
石
盛

の
相
対
的

な
高
さ
は
、
多
摩

川
氾
濫
原
所

在
の
水

田
に
、
六
郷
用
水
が
導
か
れ

た
結
果

で
あ

ろ
う
。

以
上

の
整
理
は
、
お
お
ま
か
な

予

想

で

あ

っ
て
、
よ
り
厳

密
に
は
、
現
存

の
検
地
帳

に
記
載
さ
れ
る
水
田
所
在

の
小
字
名
を
現
在
地

に
比
定
し
、

当
該
水

田
の
石
盛

の
位
付
け
と
所
在

の
地
形
お
よ
び
水
利
と

の
関
係
を
精
査
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
の
み
確
証
で
き

る
こ
と
が

ら

で
あ
る
。
し
か
し
ω
、
　②

の
場
合
は
、
全
水
田

が
天
水
田

で
あ
る
と
き
は
も

ち

ろ

ん
、
「
用
水
流

(
北
沢
用
水
ー
引
用
者
注
)
少

々
落

車
候
得
共
、
照
続
申
候
節
者

水
不
足
」

(松
原
村
)
、
烏
山
用
水

の

「
流
末
村

雲
而
水
引
足
兼

旱
損
」

(太
子
堂
村
)

と

い
う
よ
う
に
、
用
水

の
不
足
に
よ
る
早
損
場

と
天
水

田
の
た
め

の
早
損
場

と

の
併
存
と

い
う
条
件

が
、
北
沢
川

・
烏
山
川

・
蛇
崩

川

・
谷
沢
川
流
城
詰
村

に
お

け
る
水

田

の
低
生
産
性
を
、
根
本
か
ら
規
定
し

て
い
た
で
あ

ろ
う
。

・

一
方
③

の
場
合
は
、
「
当
所

(南
品
川
宿
ー
引

用
者
注
)
用
水

(品
川
用
水
ー
引

用
者

注
)

之
儀
、
武
蔵
野
境
新
田

二
而
、
四

ッ
谷
御
上

水

(
玉
川
上
水
-
引
用
者
注
)
を
致
分
水
、
七
里
余
之
所
引
取
申
候
、
依
之

日
照
相
続
候
第

八
.分
水
少

ク
な
く

難
儀
仕
候
、

急
雨
平
生
共

(
14

)

、

当
所
之
儀
者

水
未

'一御
座
候
間
、
早
掻
場

二
御
座
候
」
と
南
品
川
宿

が
述

べ
る
と
は

い
え
、
品
川
用
水
開
通
後

に
は
、
現
状
も
天
水
田

で
あ

る
と
は
主
張
し
な
く
な
る

の
で
あ
る
。
享
保
七
年

(
一
七

二
二
)
以
前
、

三
田
上
水
の
余
水
を
用
水
に
利
用
し

て

い

た
諸
村
が
、
「
左
右

之
㌧

蒙

水
被
下
直
候
岡

谷
々
口
口
相
潤
ひ
・
,村
々
蕾

も
熟
田
仕
候
醜

御
取
箇
も
段
々
相
増
二
。冤

之
禦

気
無
滞
上
納
・百
姓

く15

)

相
続
」
し
た
と
回
顧
す
る
よ
う
に
、
用
水

の
導
入
が
天
水
田
11
早
損
場

の
安
定
と
生
産
力

の

一
定

の
上
昇
を
も
た
ら
し

た
。

三
田
用
水
に
関
す
る
記
録
は
、
天
水

田
と
用
水
田
と

の
関
係

に

つ
い
て
興
味
深

い
示
唆
を
提
供
し

て
く
れ
る
。
三
田
用
水
は
、
玉
川
上
水

の
水
量
不
足

の
た
め
、
安
永

二
年

(
一
七
七

三
)

に
は
、
分
水
樋

口
を

二
分

な
い
し
三
分

明
け

に
制
限
さ
れ
、
さ
ら

に
年
間
二
〇

日
か
ら
三

〇

日
の
給
水
を

う
け
る

に
と
ど
ま

っ
た
。

た
め

に

「
去
巳
年

(
安
永

二
年
-

引
用
者
注
)
は
諸
国

一
統
満
作
之
聞
え

・一候
得
共
、

当
村

々

2

カ
)

(
16

)

は
出
来
方
不
宣
、
中
口
は
仕
付
荒
之
荒
田
有
之
候
」
と
い
う
状
態
が
生
じ
た
。
ま
た
別
の
史
料
で
は
、
明
和
年
間
に
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仕
付
水

・
養
水
共

二
引
届
不
申
、
組
合
村

々
之
内
苗
代
水
程
は
、
其
所
に
出
水

・
清

水
等
有
之
、

苗
代
相
賄
置
、
植
付
之
養
水

二
用
水
相

用
候
処
は
、
苗
代

の
後

レ
は
無
之

候
得
共
、
右
之
通
用
水
乏

ク
候
而

ハ
、
一
向
養
水
不
相
届
、
仕
付
荒

・
不
作
仕

候
、
且
又
出
水

.
清
水



第2表 水田石高の変化
`

用水 ・河川 村 名(支 配)
}一

正 保 万治～元禄文化 ・文政
正保ら(元禄)
の本田増減率 .

一 一 一

石 合 石 合 石 合'

上 北沢 村(天) 59,921 104,086 +73.7%一

赤 堤 村(天 ・旗)

{松 原 村(天 ・旗)

78,701

44,999

38,101

①44999

>

北 沢 用 水 代 田 村(天 ・旗) 32,000 69,181 6銑181 十116.2
`

下 北 沢.村(天 ・旗)
>
2免890 39,347 83,052 十41.1}

池 尻 村(天 ・旗) 8,400 18,888 ご

池 沢 村(天) 310② 310

経堂在家村(天 ・旗) 45,782 79,393 79,393 、 十73.4

烏 山 用 水 世 田 谷 村(彦) 150,523 150,523 0

三 宿 村(天 ・旗) ・5
.260 17,741

三 田 用 水
上 大 崎 村(天)

下 大 崎 村(天) }22軌587

77ビ853

③145
,879

十1.4
>

桐 ヶ 谷 村(天) 82,380 12工179 十4τ1

品 川 用 水 戸 越 村(天) 38,021 85,294

、

十124.3
ノ

下 館 窪 村(天) 41,900 53,398
'十274

1

瀬 田 村(彦) 195,730 196,719 十 〇.5

六 郷 用 水
上 野 毛'村(彦)

下 野 毛 村(彦)

31,517

154,213

31,552

④51
,391

十 〇.1

-66 .7

小 山 村(彦) 33,089 33,089 o

諾_______

蛇 崩 川1弦 巻 村(彦) 69,072 69,072
'0

香 川 深 沢 村(天 ・旗) 86,247 81,729 86,729 一5 .2

1

用 賀 村(彦)85.95485.954谷 沢 川

野 良 田 村(彦)31.82431.824

∩
U

O

注 ① 松原村は赤堤村の分村,化 政期の両村水田石高合計は82石1斗

② 池沢村は池尻村の分村

③ 元禄期の上下大崎村の水田石高合計は,223石732合

④ 慶安3年9月 の多摩川氾濫による荒廃

記号(天)=天 領,(彦)=彦 根藩領,

の相給

(旗)=旗 本領,(天 ・旗)=天 領 と旗本領 と
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も

一
向
無
之
、
苗
代

・
植
付
春
水
共
に
用
水

一
通
相

用
候
村
方
、

(17

)

不
相
成
場
有
之
、
格
別
之
難
渋
二
御
座
候
、

別
而
難
義
仕
候
、
依
之
年
々
植
付
不
仕
場
、
或

ハ
仕
付
候
而
も
草
耕

と
述
べ
、
分
水
制
限
が
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
天
水
田
あ
る
い
は
荒
田
や
不
作
田
へ
の
逆
転
を
も
た
ら
す
危
険
と
現
実
を
、
雄
弁
に
物
語

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
近
世
の
用
水
を
消
去
し
て
前
代
の
状
況
を
想
定
す
る
う
え
に
、
十
分
な
示
唆
を
ふ
く
ん
で
い
る
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
現
存
の
近
世
初
期
検
地
帳
類

・
正
保
の

『
武
蔵
田
園
簿
』
な
ど
で
確
認
さ
れ
る
水
田
石
高
と
、
万
治
か
ら
元
禄
の
検
地
が
打
出
し

た
そ
れ
と
の
増
減
を
み
る

・(第
2
表
)
。

こ
こ
で
の
第

一
の
特
徴
は
、
用
水
が
か
り
諸
村
に
お
け
る
水
田
石
高
の
増
加
が
顕
著
な
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
上
北
沢
村
の
水
田
石

高
の
増
加
と
同
様
に
「
北
沢
用
水

・
烏
山
用
水

・
品
川
用
水
が
灌
慨
し
た
諸
村
で
は
、
水
田
石
高
の
増
加

が

み
ら

れ

る
。

そ
の
増
加
比

率
は
、
品
川
用
水
系
の
戸
越
村
の

一
二
四

・
三
%
が
最
高
を
示
し
、
何
用
水
系
で
は
桐
ケ
谷
村

・
下
舵
窪
村
と

つ
づ
く
。
こ
の
水
田
石
高

の
増
加
は
、
先
に
推
定
し
た
よ
う
な
元
禄
検
地
に
お
け
る
石
盛
位
付
け
の
引
上
げ
だ
け
の
結
果
で
は
決
し
て
な
く
、
主
要
な
要
因
は
水
田

面
積
の
拡
大
、
換
言
す
れ
ば
水
団
の

「新
開
」
に
よ

っ
た
の
で
あ
る
。
石
盛
位
付
け
の
引
上
げ
の
み
で
は
、
こ
の
よ
う
に
大
幅
な
石
高
の

増
加
は
あ
り
得
な
い
。

は
た
し
て
戸
越
村
と
下
館
窪
村
で
は
、
「去

ル
寛
文
年
中
、
品
川
宿
衛
伝
馬
附
村
々
為
御
救
、
多
摩
郡
府
中
領
境
村
先
に
お
ゐ
て
、

玉

川
上
水
∂
内
法
弐
尺
五
寸
四
方
之
御
分
量
を
以
分
水
被
仰
付
、

右
用
水
被
下
蔭
候
後
、
追

々
高
場
之
地
所
迄
用
水
任
潤
沢
、
田
場

二新
開

く
18

)

仕
、
無
程
元
禄

八
亥
年
検
地
縄

入
二
相
成
」

っ
た
と
伝
え
る
。

「
高
場
之
地
所
を

田
場
に
新
開

し

た
」
と
は
、

台
地
上

に
水

田
を
造
成
す

る

の
で
は
な
く
、

天
水
さ
え
水
が
か
り
が
悪

い
谷
底

の
水
田
化

で
あ

っ
た

は

ず

で

あ

る
。

お
そ
ら
く
用
水
開
通
以
前

に
は
谷
底
に
あ

る

畑

地
か
、

そ
れ
と
も
三
田
上
水
余
水
が
か
り
諸
村
が

い
う
悪
田
ー
不
安
定
水

田
で
あ

っ
た
ろ
う
。
元
禄
検
地

は
、
品
川
用
水
開
通
後
、

た

か
だ
か
四
〇
年

に
み
た
な

い
短
期
間

の
う
ち
に
、
急
速
に
水
田
化
し
た

「
新
開
」
を
本

田
に
く
み
こ
ん
だ
。

第

二
に
、
北
沢

・
烏
山

用
水
系
諸
村

に
お

い
て
も
同
様
な
傾
向
が
み
ら
れ

る
。

こ
の
場
合
、

水
田
石
高

の
増
加
は
初
期
検
地
が

つ
け
た

(
19

)

石
盛
位
付
け
を
引
上
げ
た
結
果
と
は
考
え
が
た
い
。
前
掲

『
風
土
記
稿
』
・上
北
沢
村
条
で
言
う
よ
う
に
、
「
分
水
を
得
て
新
田
多
く
出
来
」

105



し
た

の
で
あ
る
。

こ
の
村

で
は
、
北
沢
用
水
が
通

水

し

て
か

ら

元
禄
十
四
年

(
一
七
〇

一
)

の
検
地
ま
で
の
約
五
〇
年
間
に
、

七

三

・

七
%
増

の
水
田
を
造
成
し
た
。
そ
の
水

田
は
、
三
田
義
春

が
い
う
玉
川
上
水

の
分
水

口
か
ら

「
北
沢
川
に

つ
な
ぐ
導
水
路
に
沿

っ
て
、
新

に

(
20

)

土
地
を
低
く
削
り
と

っ
て
水

田
を
開
発
し
た
」
と
こ
ろ

に
ほ
か
な
ら
な

い
。

こ
の
上
北

沢
村
の
事
例
で
典
型
的

に
検

証
で
き
る
よ
う

に
、

両
用
水
系
諸
村

の
、
お

そ
ら
く
天
水
田
が
残
存
す

る
支
谷
以
外

の
本
谷

の
水

田
化
は
、
史
料

で
明
ら
か
に
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
代

田
村

の

=

六

・
二
%
を
頂
点

と
し

て
元
禄
検
地
ま

で
に
進
行

し
、
そ
の

「
新
開
」
水

田
は
、
「
新

田
」
と
し

て

一
括
さ
れ
ず
に
、
本

田
高

に
く
み
こ
ま
れ

た
。

こ
の
場
合
、

水
田
高
増
加

率
の
高
さ

に
の
み
目
を
う
ば
わ
れ

て
、
あ
た
か
も
大
規
模

な
水

田
開
発

が
進
行
し
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
を

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
村
別
の
水
田
高

の
実
増
値
は
、
増
加
率

で
最
高

の

一
二
四

二
二
%
を
示
し
た
戸
越
村

で
さ
え
、
た
か
だ
か
四

七
石
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

以
下
北
沢

・
烏
山

・
品

川
用
水
系

の
水

田
高

の
増
加
を

み

る

と
、
四
〇
石
台

一
村

(上
北
沢
村
)
・
三
〇
石
台

三
村

(代

田
村

・
経
堂
在
家
村

・
桐

ケ
谷
村
)

・
一
〇
石
台

二
村

(
下
北
沢
村

・
下
舵
窪
村
)

で
あ
る
。
村
別

の
水
田
高
増
11
新
開
水

田

の
造
成
規
模
は
、
き
わ
め

て
小
さ
い
。
し
か
し

こ
の
よ
う
な
増
加
率
と
実
増
高

の
相

関
関
係

こ
そ
が
、

用
水
開
通
以
前

に
は
、

各
水
系
谷

底

の
全
面
的
な
水
田
化

が
阻
ま
れ
て
い
た
実

情
を
明

日
に
語

っ
て
い
る
。

た
し
か

に
各
村

の
谷
底
低
地

の
そ
こ
か
し
こ
に
は
、

水
田
化

へ

06

の
可
能
性
を
秘
め
た
畑

や
荒

田
が
点
在
し

て
い
た
の
で
あ

っ
て
、
そ

の
よ
う
な
景
観
が
、
中
世
後
期

に
い
た
る
時
期
ま

で
に
達
成
さ
れ
た

-

生

産
力

の

一
定

の
到
達
点

で
あ
り
、
ま
た
限
界
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

第

三
に
は
、

用
水
利
用
か
ら
は
ず
れ
た
蛇
崩

川

・
香
川

・
谷
沢
川
水
系
譜
村

に
お
け
る
水
田
高

の
固
定

(弦
巻
村

・
用
賀
村

・
野
良

田

村
)
と
減
少

(深
沢
村
)
が
注

目
さ
れ
る
。
野
良

田
村
以
外
の
右

の
三
村
と
馬
引
沢
村

・
袋
村

・
碑
文

谷
村

・
下
目
黒
村
な
ど

の
谷
田
の

谷
頭
は
、
台
地
上

に
導
か
れ
る
品

川
用
水

の
水
路
に
近
接
し

て
い
る
と

こ
ろ
が
あ

る
が
、

そ

こ

へ
用
水
は
注

が
れ
な

い
。
後
述
す
る
よ
う

に
、

こ
の
こ
と
は
幕
府

が
決
定

し
た
政
治
的
措
置

の
結
果

で
あ

っ
て
、

決
し
て
地
形
条
件

と
か
技
術

の
問
題

で
は
な

か

っ
た
。
「
田
場
不

残

天
水
場
」
と

い
う
状
態
は
、

用
水
利
用
か
ら
除
外
さ
れ
、
自
然
灌
慨

に
依
存
し

つ
づ
け
た
当
然

の
現
象

で
あ
る
。
も

し
こ
れ
ら

の
村

に

も

用
水
が
導
入
さ
れ

た
な
ら
ば
、

一
定

の
新
開
‖

水
田
高

の
増
加
が
み
ら
れ

た
は
ず

で
あ
る
。
挙
例
三
村
に
お
け
る
水
田
高

の
固
定

は
、

初
期
検
地

に
帰
結
す

る
中
世
以
来

の
水
利
条
件

に
規
定
さ
れ
た
水

田
造
成

の

一
定

の
到
達
点

と
限
界
を
示
す

で
あ
う
ろ
し
、
深
沢
村
に
お

け
る
減
少
は
、

水
利
条
件

の
悪
化

に
よ
る
田
畑
成

の
出
現

で
あ

っ
た
ろ
う
。

以
上

の
検
討
か
ら
近

世
の
荏

原
郡
谷

田
地
帯

に
は
、
天
水
田
と
用
水
田
と

が
併
存

す
る
地
域
と
天
水

田
の
み

の
地
域
と
が
あ
り
、
両
者



の
相
違
は
、

一
七
世
紀
初
中
期

に
開
発
さ
れ

た
玉
川
上
水

の
分
水
を
、

用
水

に
利
用
で
き

た
か
ど
う
か
に
か
か
わ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
ま
た
分

水
の
導
入
が
、

い
ぜ
ん
土
地
生
産
性

の
低

位
を
持
続
し

つ
つ
も
、
す
く
な
か
ら

ぬ
天
水
田
を
用
水

田

へ
転
化
さ
せ
る
と
と

も

に
、
水

田
面
積

の
拡
大
を
も

た
ら
し
た
。

こ
の
事
実

は
、

こ
の
地

に
お
け
る
顕
著
な
近
世
的
要
素

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
中
世

の
水
田

の
実
情
を
想
定
す

る
と
き
に
は
、

こ
の
よ
う
な
近
世
的
要
素
を

"
消
去

"
復
元
す

る
必
要

が
あ
る
。
そ

の
と
き
、
た
と
え
ば
そ

の
谷
頭
に

玉
川
上
水

の
分
水

が
注
が
れ
た
北
沢
川

・
烏

山
川
の
全
流
路

に
、
堰
止
灌
概
が
皆
無

で
あ

っ
た
ど
断
定
す
る
に
は
た
め
ら

い
が
あ
る
が
、

他

の
河
川
と
同
様

に
主
要
な
灌
概
方
法
は
、

天
水
田
の
広
汎
な
存
在
を
規
定

す
る
湧
水

・
溜
池
灌
慨

で
あ

っ
た
と
予
想

で
き

る
。
し
た
が

っ
て
湧
水
お
よ
び
湧
水
を
貯
溜

す
る
溜
池

の
検
討

な
く
し

て
中
世

の
水

田
の
様
相
は
考
え
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。

〔補
説
〕

本
論
文
成
稿
後
に
、
正
保

『
武
蔵
田
園
簿
』
を
再
読

し
て
い
た
と

こ
ろ
、
次

の
記
載

に
気
づ

い
た
。

三
豊

拾
五
石
四
斗
三
升
八
合

篇

{.同
木
喜
蕃

門
知
行
谷
山
村

、

皿

や

や
ま

こ
れ
に
よ
れ
ば
谷
山
村

の
耕
地
は
、
す

べ
て
畑

で
あ

っ
た
。
し
か
し
元
禄
五
年

(
一
六
九
二
)

二
月

の
検
地

は
、
上
田
ー

四
反

一
畝

歩
、
中
田
ー
六
反

三
献
五
歩
、
下

田
ー

三
反
六
畝

一
九
歩
、
下

々
田
ー

一
反
三
献
二
四
歩
、
合
計

一
町
五
反
四
畝

一
八
歩

の
水

田
を
打

(
21

)

出
し
た
。

谷
山
村
は
、
目
黒
川
下
流
域
の
低
地
中
央
部
を
占
地
す
る
村
で
あ
る
。
現
国
電
山
手
線
五
反
田
駅
西
北
方
に
の
び
て
い
る
目
黒
川
両
岸

の
自
然
堤
防
上

に
成
立
し
た
集
落

で
あ

っ
た

(第
1
図
参
照
)
。
こ
の
村

が

一
七
世
紀
前
半

に
ー

た
ぶ
ん
そ
れ

以
前

に
お
い
て
も
1

後
背
湿
地

に
水
田
を
も

っ
て
い
な
い
。
理
解

に
苦
し
む
事
実

で
あ
り
、
村
落
形
成
上

の
特
別
な
理
由

が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
畑
も

自
然
堤
防
上
に
限
定
さ
れ
、
明
治

四
十
二
年
測
図
の

一
万
分

の

一
地
形

図

「
品
川
」

に
も
、
竹
林
を

ふ
く
む
畑
地
が
、
屋
敷
地
と

い
り

混

っ
て
、
目
黒
川
両
岸

の
堤
防
ぞ

い
に
広
が

っ
て
い
た
。

谷
山
村
は
、
三
田
用
水
組
合
村

で
あ

っ
た
。
品
川
領
九
宿
村

に
ふ
く
ま
れ
な

い
こ
の
村
は
、
し
た
が

っ
て
目
黒
川
右
岸

(南
岸
)
に
そ

そ
ぐ
品
川
用
水

の
利
用
を
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
左
岸

の
三
田
上
水
余
水

の
利

用
だ
け
が
、
開

田
を
可
能

に
し
た
条
件

で
あ

っ
た
。
『
品
川



区
史
続
史
料
編
』
O
所
収
の
元
禄
曇

容

山
村
検
濃

」
は
抜
粋
で
麿

・
凍

露

の
沓

所
著

名
を
摺

に
特
定
で
き
れ
ば
・

こ
の
水
田
開
発

の
特
質
と
歴
史
的
意
義

(筆
者
の
関
心
忙
即
し
て
い
え
ば
ハ
中
世
に
お
け
る
非
水
田
部
分
の
水
田
化
)
が
解
明
で
き
る

は
ず
で
あ
る
。
こ
の
谷
山
村
の
例
は
、
品
川
用
水
の
開
通
を
契
機
に
、
九
宿
村
に
新
開
田
が
成
立
し
た
と
い
う
顕
著
な
事
実
が
意
味
す

る
も
の
を
、
よ
り
鮮
明
な
形
で
現
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
水
田
面
積
を
石
高
に
換
算
す
る
手
立
て
が
な
い
の
で
、
第
2
表
に

組
込
め
な
か

っ
た
。

a

'

注
(1
)

『
世
田
谷
区
史
料
』

四
所
収

(2
)

『
世
田
谷
区
史
料
』
三
所
収

(3
)
(4
)

『
目
黒
区
史
史
料
編
』
所
収

(5
)

『
品
川
町
史
』
中
巻
所
収

,
,

(6
)
(7
)

『世

田
谷
区
史
料
』
四
所
収

、

r

O

竃

醜
都
欝

欝

竃

設
鋪
『
』=　羅

羅

)四
所
収
)

珊

(10
)

注

(9
>
お
よ
び
世
田
谷
区
教
育
委
員

会

『
世
田
谷

の
河
川
と
用
水
』

(三
田
義
春
執
筆
)

第
四

一
図

(11
)

『
世
田
谷
の
河
川
と
用
水
』
、
第
四

一
図

-

、

、

(
12
)
、
大
田
区
教
育
委
員
会

『
古
老
聞
書
』

(平
野
栄
次
執
筆
)

(13
)

注

(9
)
に
同
じ
。

(14
)

天
明
三
年

三
月

「
南
品
川
宿
村
鑑
書
上

帳
」

(『
品
川
区
史
資
料
集
』
所
収
)

(15
)
(16
)
(17
)

『
新
修
渋
谷
区
史
』
引
用

「
野
崎
家
文
書
」

`

(18
)

文
久
元
年

「年
貢
納
様

に
つ
き
品
川
領
組
合
赫

々
願
書
」

(『品
川
区
史
資
料
編
』
所
収
)

(19
)

こ
の
理
由
は
、
①
正
保
三
年
彦
根
藩
領
世

田
谷
村
検
地
は
、
「
五
十
弐
年
以
前

(文
禄
三
年
ー
引
用
者
注
)
之
御
縄
打
」

の
地
話
検
地

で
あ

っ

た
。
正
保
検
地

の
石
盛
上
田
‖

一
〇
、
中

田
‖
八
、
下
田
‖
六
と

い
う
位
付
け
は
、
文
禄
検
地
の
そ
れ
を
踏
襲
し

て
お
り
、
正
保
以
後
水

田
石

山い同
は
固
定
す

る
。
②
彦
根
薄
額
に
隣
接

し
す
る
天
領

・
旗
本
領
相
給

の
深
沢
村
は
、
天
正

十
九
年
検
地
が
上
田
‖

=

、
中
田

11
九
、
下
田

‖

七

の
位
付
け

で
、
水

田
高
七
六
石
二
四
六
合

で
あ

っ
た
が
、
正
保
の
水
田
高
は
八
六
石

二
四
七
合
に
増
え
、,「
元
禄
郷
帳
」

で
は
八

一
石
二
七
九

合

に
減
少
す
る
。
正
保
の
水
田
高
は
、

天
正
検
地

の
石
盛
位
付
け
を
踏
襲
し
た
微
増

で
あ
り
、
元
禄
検
地

で
位
付
け
の
引
下
げ
を
考
え
な

い
か
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ぎ
り
、
「元
禄
郷
帳
」
に
お
け
る
水
里
筒
の
微
減
は
、
水
田
面
積
の
減
少
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
元
禄
検
地
の
石
盛
は
天
正
検
地
の
ま
ま
で
あ

-っ
た
ろ
う
。
③
彦
根
藩
領
弦
巻
村
で
は
、
万
治
二
年

(
一
六
五
九
)
に
検
地
が
施
行
さ
れ
た

(『世
田
谷
区
史
』
上
巻
四
八
八
頁
)
が
、
そ

の

結
果
以
後
固
定
す
る
水
田
高
が

『
田
園
簿
』
と
同

一
で
あ
る
こ
と
は
、
万
治
検
地
が
初
期
検
地
の
石
盛
を
変
更
し
な
い
地
詰
検
地
で
あ

っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
野
良
田
村
の
明
暦
二
年
検
地
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
④
世
田
谷
村
を
除
く
北
沢

・
烏
山
川
水
系
諸
村
の
初
期
検
地
に
お
け

る
水
田
石
盛
を
、
上
田
11

一
〇
な
い
し
九
以
下
と
は
考
え
に
く
い
。

注

(9
)
に
同
じ

元
禄
五
年
二
月
占
武
州
荏
原
郡
阿
佐
布
領
谷
山
村
御
検
地
」
(『品
川
区
史
続
史
料
編
』

一
所
収
)

東
京
都
公
文
書
館
所
蔵

「
昭
和
七
年
市
域
拡
張
当
時
荏
原
町
役
場
引
継
書
類
」

(父
高
島

進
の
霊
前
に
捧
ぐ
・

一
九
八
二

・
一
・
一
九
)
・
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